
平 成 ２ ９ 年 ４ 月 １ 日  

 

東 京 都 八 王 子 市 西 町 ５ 丁 目 ２ 番 ３ 号  

長 谷 川  は な  殿  

 

東 京 都 練 馬 区 東 町 ３ 丁 目 ２ 番 １ 号 － ３ ０ １ 号 室  

長 谷 川  健 一   

 

遺 留 分 減 殺 請 求 書  

 

私 は 、 私 の 亡 父 長 谷 川 太 郎 が 貴 殿 に 対 し 、 す べ て の 財 産

を 相 続 さ せ る 旨 の 遺 言 書 を 残 し た こ と を 知 り ま し た が 、 私

は 亡 父 が 残 し た 全 財 産 の う ち ８ 分 の １ に つ き 遺 留 分 を 有 し

て お り ま す 。  

私 は 、 前 記 遺 言 に よ り 、 遺 留 分 を 侵 害 さ れ ま し た の で 、

本 書 面 を も っ て 、 貴 殿 に 対 し 遺 留 分 減 殺 の 請 求 を い た し ま

す 。  
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作 成 ： シ ル ク 司 法 書 士 事 務 所  

本 書 式 は ご 自 身 の 責 任 に お い て 利 用 し て 下 さ い 。利 用 に 生 じ た い か

な る 損 害 に 対 し て 当 事 務 所 は 一 切 の 責 任 を 負 い ま せ ん 。  

 


